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別紙 

学習者の「気づき」を生かした作文教育への提案 

◆作文産出前  

 

作文の内容や構成はメモなどでまとめさせる。ピア・レスポンスもよい。 

◆作文産出中 

 

内容の言語化には、誤用を恐れずに表出させる。 

 

◆作文産出後 自分の作文を読む(書き手から読み手に) 

 

             作文の自己修正 気づき第 1 段階 ←←←←「「「「言言言言えないことえないことえないことえないこと」」」」意識化意識化意識化意識化 

            

自己修正自己修正自己修正自己修正にににに対対対対するするするする教師教師教師教師のののの添削添削添削添削＋＋＋＋そのそのそのその他他他他のののの誤用誤用誤用誤用にににに対対対対するするするする教師教師教師教師のののの非明示的非明示的非明示的非明示的

フィードバックフィードバックフィードバックフィードバック    

            

       誤用提示箇所への修正 気づき第 2 段階 ←←←←「「「「目標言語目標言語目標言語目標言語とのとのとのとの違違違違いいいい」」」」    

        へのへのへのへの気気気気づきづきづきづき   

                  中間言語を活性化させ誤用を修正 

    

教師教師教師教師によるによるによるによる明示的添削明示的添削明示的添削明示的添削    

            

 

                                                        書き直し 気づき第 3 段階 ←←←←添削添削添削添削によるによるによるによる言語形式言語形式言語形式言語形式のののの気気気気づきづきづきづき（（（（インプットインプットインプットインプット）））） 

                      中間言語の内在化または仮説修正 

作文の口頭発表 アウトプットを口頭で→口頭表現での正確さ向上 

 

    

 

石橋（2010,p18;2012,p170 図は一部修正） 
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